
　唯（（敬：語法説：》の例外としてRoyal　inSC・「iptions　f「om　TU　「・Icol．　VI

（2－7）
恥．睡m。一。。・。n。三．L。。。gki一一。E　tss・Eh一一1II・一一6一一。d－d。一一・k・一・a、三，

：＿e－na－du（（ラガシユのエンシ、エンテメナがエアッダのエンリルの為に（土地を）分割した）

を認めなければならないざ勿論（神））に薄する行為としてよりもエツテメナ自身の行為に表二

三が蹟かれたと考えれば二三出来る表瑠ではあるが。　　　　　　　　．　　　　　，．

　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　　　び

　先述せる如くPrefix　mu一の機能はi）臣下の者から題上の者への尊藻i的語法（：…　■■・し奉

るll＞であり又ii）書記（dub－sar）又は碑文建造者より見て目上の入物（果は神）の独立的

行為（〔・・…・し給う：》を表現するのが原則であるが、iii）P上の人に魁する尊奉行為よりも

賢下の入物の行為自体に表現点が置かれる場合はrn　n．　一の代りにe一が用いられた。，、

　paefix　e一が　i）摂上の人から昌下の人への行為であり又ii）目下の人若しくは身分

卑しき入物や敵腔の入物、更1こは動物、無生物の目上の入物に関＃しない独自の行為を表現する

卑語法的表現が原則であり　iii）貝回の人に対する行為とレマよ匂も昌上の入自身の行為に重

点が置かれる場合ばe一の代りにmuが用いられる纂及びこの表現点の（（ずれ：》がグヂア二代

以後一→綾的になる裏は既に触れた所である。　’

　なお終に臨みtl・貴重な書籍を長期に亘ってお婁し下さった上i乱雑な原稿を通読下さり色々と

衛益な御教示を戴きました中原与茂二郎先生に厚く感謝の意を表します。

アラ・ビア文献に顕れた　　　　；tt二．

　ファールスのクルド族に就いて

　　　　　　　　　　　　　　　　！　・　’■／　1　　　清　　’フk　　　　誠．

言うまでもな樋アジア曝翻貧しい乞膜とその収点砂る町シス嫡って・・．e・SC・ca

二二を異にする農民と遊牧民がオアシスを舞台に葛藤を繰広げ、時には遊牧部族闘で牧草地をめ

顔面痴る・，ゆ膿民と徽罠とが三二異なる齢・その争・・は深刻となる構蕨

牧母は機動性に富み、非常に好戦的であるので5西アジアにおいて帝國の麦配者とrtlる者にとっ

てs．，賢しこれをうまく懐柔すれば・自己の強力な軍隊とも為し得たのであるが・さもない時は三

二一将嘩代で柄三民蕨に苦慮しなければならなかった・雛に至っても頗アジ硲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一22r



　の各政府はこの悩ゑを大なり小なり持っている・。こう．した婁傍はイラン高原の歴吏にその典型を

見る苓と醐来る・私は・刎・論の申で・叔ラム棚購代鵬光を浴びた・・一ル三方のク

　ルド族（kurd）帆その後サラセン帝国内でどのような状態にあったかをアラビア文献の中から

　榛索したい。

　　→設的にクルド族はイラン系の一民族だと言われている。しかし実際のところ彼等に関するイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　＿①
　スラム以前の資料が少なく、これには尚間露が残されているように思う。kurdistan　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を含

　むザグロス山脈はアーリアン系やトルコ系といった東北方系の民族とアラブ系などセム系即西繭

　方系民族の言わば吹き溜りであって、この山脈中には有寅以来種々雑多の民族が移り往んでいる。

’従ってクルド族の起源を定める場合にも珊在のクルド語の言語系統を最大の根拠と：することに・一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くく　沫の危濯を感ずるからである。アラビアの歴史家1確asud了はその著厳堰ruj　a凶藁一皇辱ahab

　　　　　り　　wa　iMa　adin　al－Jauhar　の中でクルド族のために紙数を割いているがsその当時既に

　クルド族の起原1こついて様々な議論があったらしくs四目の一致しないことを述べてその数回を

　挙げている。それには「太古に彼等を圧迫したある事傭の為にアラブ族と離れて山谷に居を定め

　しゅも外二人やペルシア人の居丁丁近くに窪んだ為、クルド族は寅らの元来の言葉を忘れて外回

　語を使うようになった。それでこの諸部族は各々クルド語方雷を持っている」とか、「〔餌アラ

　ビア系の〕（ミhassan朗と争って古代に分れた」とか、揺己二説を折丁しi「水や牧草を求め

　て山に引き龍り、異邦人と接触してアラビア語を忘れてしまった」といったアラブ系説やDa－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6L
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さゆkとAf・’dunとの灘劇つけた齢めたペルシデ系説などがあ・・騨鱒はダ

　ビデの子ソロモンの女奴隷の出だとする実しやかな説もある（廼acoudi・sPrair三es　d，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナ

◎・・．’@m．・．・249－25A・・ずれ1・せよ・・噸がど・して痂ス曲・住むよ…や

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑤
　たかを説朗するのは共通で、クルド族が所謂山嶽属族であることを論証している。
　　　　　　　　　　ノ
　　Ma・励fは更に瀦及ゴKit互b・t－T・・bτhw・・レ互、h遠f”の申でクルド．

即三型そ醐灘捌麹て・・る‘が・儲厳等三三の一つとして・・一畝を挙げ

　ている（駕〔a？oud童1Prairies。亜．p255一一4。〃うTanbih。p88－90）。蝿在ファー

　ルスにはクルド族は居ないと書われている。銭述するように以前クルド族の遊牧地であったとこ

　ろは今は殆んどKh斑nseh族やQa曲qa，三族に占拠されている。前者はト拘コ・アラブ系
　　　　　　　　　　　　　　　　　　④
　で、後者はトルコ系だと考えられている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だがイスラム征服蒔代以後もここ1ζ相当数のクルド

族が三二したこと醐らかであるが・阿瀬迄居たかは舶でない（E．1．a・t．・nUK・・一

　　　カ　ds　by　V．．Mi・norsky．）。

　　イスラム征服時代カリフ。オマルの治匿の最後の年即ち回贋25年（644A；D。）に、　ca

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一2Y



ハーヴァンドの戦以来i鱒に乗ったアラビア軍がファーールスのクルド族を討伐したのは脊名な更実で

である。闘年だがこれより少し前bTabariの年代記に
　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
　「（アラビア軍の武将ンS翫iyah　b．　Zunaim’は　〔ペルシアの〕軍陣に出会わんもの．

　とFas苔‘とDar5bjirdへ違攻した。神の御旨によって彼は彼等に出会い、包囲した。

　そこで彼等は援軍を求めsファールスの諸クルド族はこもごも仮等に速合した」（Tab．1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
　（5）慮p．27〔〕0）

とある様に、クルド族がペルシア軍を助けてアラビア軍と戦った時の報復の意味も含めてこのク

ルy討伐が為されたと思われる。盲暦12澄網羅の書であるが、FMts　N巨mahにサーサ弗ズ

朝時代ファールスのクルド族はペルシア軍隊における重要な要素を為していたと述べているが、

（F．N．p168．　cf．G．De　Strange，　Description　of　the　province

⑪fFars　in　Persia。A．S．Mo亘10．XIV　b15）s恐らくはこうしたことを揖すので

あろう。即ち彼等は所謂正規軍ではなかったにしても、一旦何纂か起れば出動してペルシア軍の．

強ヵな一員になったと思われる。　内　　　　一

　さてアラビア軍によるクルド討伐についてはTabariの回暦25年の条1こ、「salamah

b．Q・i・aレ’A曲．j・“了とク・レド韻族（a1一・Ak・羅・1）との消息嘲述」・

という表題を付されて述べられている。

　「・…・・…・〔アラビアの〕軍隊が彼（信徒の長CUmat　b．al一幼att石b〕．あところ｛と簗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　o
　　　　　　　　　　　　　　　　コ　りβalamah　b．Qais　a1　一一A曲5a¢了は彼等を励まして書つた6．『アソ’ラーの御名に

　於いて行け。筆戦ec，アッラーを否定せし音と戦え6お前逮の敵、異教徒に遇えば、彼等にき：）・・

　め徳冒を勧めてイスラム教に導け。若し彼等がイスラム教徒となり、尚βが住居を選べば、彼等

　燃財敵応じた救貧税（。。k5t）が課せられ子等にはイスラム灘の戦利晶C歪a：1’）δ．

　分前はない。若し彼等が（戦士として〕お前達と共にあるごとを選べば、．彼等にはお前開と同

　じものが与えられ、彼等にはお前達と同じものが課せられるであろう。若し彼等ぷ‘〔イ支う云

　教徹なることを〕拒絶すれば・囎1こ租税（塾・ゴ・D（の賞納）を説得せ兎熱被＼

　等が租税〔の賃納）を認めるならば、仮令彼等が、その前方の彼尋の敵と戦っていたにしても．

　彼等に租税〔賃納）の為の猶豫を与え、彼等にその能力以上を要求するな。若し彼等が〔憩税’

　一一を）桓絶せぱ、彼等と戦え。実にアッラーは彼等に三ってお前逮の助春売らん。若し彼等

　が城中に立籠りながら尚お前達に『如何にすればアッラーの智徳とその使徒の法智にあずか膨

　欝るや診を尋ねても下等をアソラームの三智に降すな。実にお前達は彼等がアジラー及び硬

　徒の法智icasするやを知らず。又お前達に駅如何にすればアッラー7め被護（dhimm’a　ti）と「

一24一



　使健の被護にあっかり籍るや”を尋ねても、彼等にアヅラーの後護と使徒の彼護を鼻えるな。

llお前逮自身の鮫護を卑えよ。仮：令彼等がお前達に挑んでもs子盤を突き刺しs裏切り、見せし

　めにしたりs殺したりするな』と‘∴……」（Tab。　1　（5）．’P2715・一一4）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
緒局クルド族はいずれをも拒絶したのセ、戦繭が行われボアラビナ軍は種々の分捕品を藁めたと

言う。．これは窒戦の蘂構を物語っていて面白いが、所謂コー多ンか剣かの二つの適だけでなく、

劒藪葡噸瀬継三又回暦ってカ・らでも一言方財で誠三面mm蜘

ち絞護民とする余地を残している。ところでとの討伐の際、クルド三口どる裡慶の打繋を蒙むつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガ　たかはでaba鐵の三三にようそも瞬らかでない6．Tabariはただ戦勝後のアラビア軍側の後
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セぞ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　

β談滋ぜているだけ脇画s畠 m百血騨・三面蝋・．ル・族の戦士零階灘

てしまったが、rx・一・A”A　lakだけはイスラム教徒となって刷系を残したという伝承を伝えている

（．F．N．Pf68．G．L．。　Strafig・，Descripti・n．　P｛3）．この齢は誇張が過ぎてい

礁醐麺・ルド四脚・或は四方に逃亡雛幽であ・・ζ・・癩われる・
併しとこでいずれも1』0世紀後半の地理三春であるbsi　：1嶺a幽r了，　I　bn　Hau’q　a’1擁u＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

口addas了蝉の薯述に注霞しなけれほならない。この三地理書ともファールス地方に居庄するク

ル骸として55部族㊥・iy：P1・・by・）の名を回しτいる（ISS・P114．1．疑ρ

・ブ・〔…〕量氓窒S4汎9め喚1癖樋1如噸等輪が一
部分購有名なものだけ聯鯉てを知る噛飾ρ量喚響ada・al）r拠ら

ねば蹴いと言い・又「彼鋼Ol聯1物．し下いると言魏τ剛鳶も述べて嘱

（1．紙P27↑自86－7〕．・f．1＄S：Pla5．99．1．￥．P265　（180〕》但し・三地理書1こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ掲げられた各々の部族名紅多少の相違があるのは仕方がないとしても、この55部族を含めて100

部族i全てがクルド族であったかどうか非常に疑わしい。V．IVi　inorsk：yはファールスのクルド族

はKu「dista鱒繊よりも蕾む異っていたらしいと言われτいる力玄（E・1．・・r‘・・n

離郷灘藩驚灘緊脚螢購贈
り嚇蘇持づb謾x舛、㌣吻哩鱒鱒d．三三磁て
次め様に記してピる。　…

　r彼等は500，000戸（ba’it）に噸加しており、一部族ゐtSら多かれ少かれ鮎000人の騎手

（．浜〉℃fafi「s）細貌彼舗麹（面麺宙亮鹸ζ血ざ郵）に糠を回るが，

ごく欄麟帯（su　tud）1・　（QDt〕居為濃轍」鹸m野火。は（長距細）
　　　　　　　　　　。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　．．．．　　・　　　　　1．’・　t・、．

　移動をしないで、彼等に属している地域（瓜ahi．yah）．内であちらこちらと遊牧している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一筋5二‘



鰍聯幽甥達轍・お鰯1撫馬・　麟つ’・・…〉・・

こうした・とはス吻＝ン厳等を聯・誰させ（鄭櫨を加え）ようとし嫡・圧迫し

　ようとしたりサる際に、スルタ」ンにとって彼等を交配することを困難ならしむるものである。

　・…・…彼等は離や種矯（rama’kat）の持主であるが、驚駝は少ない。クルド族は1§轡

　b。hSnの三下濁するB5・ahj互n蜘以飛鑛（k　ha　i　1　ei　t　a－q　i）を持って

　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ざ

　いない。彼等のdabbah馬はbirdhawhとか曲目hriとか言う戯馬である・また彼等；は

鄭丁丁に住み・綿下している・薩と糠を求ある・とに一階等の騒はアrブ

　遊牧民やトルコ遊牧民と同じである」（王．草。P271〔186－79・。cf．辱∫。p115）。

．この認述は当晴ッァールス地方に居住した遊牧蔑の累情を伝えて極めて興味深い。「冬場と夏場

徽襲求めるが・ごく一聯轡型尋磯っている」とあるの眼下騨璽み噸ら鍛糀
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げ
も行っていた・とを示すもので・夏場から冬場に蘭す螺寒晒の賜rあ鰻榊1淫

する者を残しておくのである。これは現在ファールスに居住する遊牧民の演習と全く同じである。

〈A・・K・・S・L“mbt◎n　t　Lanct　lor Cd　and　peasant 艪oe「s三a・P281）・

これに闘しては後にもう少し詳しぐ述べたい。L誰引用文中「戸」と訳したba縫は家族を

・意味すると思われるが、別に

．卜恥・ら線〕長（’・・bEb．・D禰士（’・擁’．pl．　5（又；詔雪晴姫り

蜘（躍・D醐入脚・．入齢・欝の儲（r・・ゐb》綱《L
　一￥．p265〔180〕．1§∫．pgg）

翻ざれτいう．’・．角蝉の前には鰯平帯頭・鮒溜・てい融で塚畏蠣士

や牛飼と縦欝全てが一戸羅必ず激とは限・S’・．色四脚あったであろ・・！噸・，．

せよ．500，000戸と言うのが仮令誇張であるとしても績嶺多数の入口が層たζ：とは確かで｝し

かも彼等が騎兵による軍隊を擁して政府を苦るしめたことが知られる。

野冊騨騨墜酵のような形で統合肱それ獅1ワ灘や柳灘と如．
何なる関係を績んでいたかに就いて論を進iめたい。　　　　　　　　　　　　　　＝1．　　　．

　．アッバース朝時代ec記された地理書の多くはファールスのクルk族が下下乃奎は遊牧する地域

としてzamm戴はra　mm（複数形zumum：rumum）を挙げ、多かれ少なかれこの為に

一頓を設けている。しかし種々の交献や同一のテキストでも各版本によってこれがzammであ

ったり・照mmであったり、或はzuminとするなど謙一拮と儲鵬の肪がまちまちで

み・・外点磁門柳轡・・糟く・疇そのもの硯当・恥・一・ツ層デ
キストとして発行きれた笙代ggit従うと次表の様になる。　　　　　　’■　t’　t

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－26一一



1

i

発行年 ed至tor
i　　　　　　　　　　　・
@　　　　　teXを 名　豫 異本

1861 B．de．腋eyllard 　　　　　一　　　　　　一

ｧ訳　Yaqu亡 ramm
・．P．865 7ノ　　　　　　　　．　　　「

i　　　　　　　　　　　　　　　　・
@1b簸　Kh◎rdadbeh　　　　　｝ ル

2牽mm
　1867T

Fwastenfeld　●

JaCUt 〃

h8701　1875
飯」．De　Goeje

@　　　　〃　　　　　　　　’
@　　　　．

　　　　　　　一hs亡akhr三　　　　一　〇　　●

hbn　Hauqa1　　　　■
〃
〃

zammi　　　　　卜

@〃

1879 〃
　　　　　　　　　　　一　　　　7≠P－1～厘uqaddasi　　　　　　　　　　　　・

〃

1885 〃 　　　　　　　　　一n【b工1　a1－Faq　iま｝ zumm
iい8891口879

〃
’Ibn　K二h’Qzrdadbe1ユ　　　　『

@　　　　　　　一

〃 「＋mu
　～

Pgo　4

〃
at－丁段bari　o　　　　　●

勿amm　or
@，嘯h拠m

r＋耐麟

1894 厘as箔dr　，　Ta捻b了h・ 　　　一Qumum
肇92雀． Stran窪e　＆　Nicho玉son

　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿

ears　Ra搬ah　　　　’ r→一m’m　’
b

1927 籔’こ」．De　Goejel　　肇・。 　　　　　　　　　　　　，
hs亡ak墾r茎．　2篇ded．　曜　　6 1s亡dd　　　　　■ に同じ

　　　　l

l！1171E5til」L：一S：1－SLI．flEly－ELin　vet＋mm　L”pt一．．ll

アラビア文字の国恥で別にこの語に限ったことではないが、点の有無、撒音符号の付方で幾瀬り

にも読あ、我々1こ．とって療i難極まり．ない。上諭文献の中で薯者自らが綴字や発音を明示している

のはYaq雛Gacut）のみである。彼はこれをraの系列に入れた上でv「ramm。矛1字

は〔母音符号a〕fathaを付し、矛2．嘯ﾍ〔重複記号）9Lhaddaを付す。複数ヲ彦はrum護　mj

とだけ明して同じ慧味で違った綴字のあることは述べていない。M．　J．De　Goejeもこれを

何と訓読すればよいか悩んだらしい。彼の刊行したBibliotheca　geographorum

A「abic。「・mの懸御舅§季・lsLh・i，王b・　lj・・q・1．、，蜘q・dd・・肋骨墨

引）p250のg玉ossarlumに於いてs　rammとして、「Istakhri，　Ibn　Hau一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　一　一H一一　一
qalの全写本はz＋韓mとなっている。但しMuqaddasrの写体ではJacutと同じく．r十

mmである。　r十mmはSt lのge？，、賦軍隊”を意味するペルシア語のramもしくはrama　hと

同「響と響えら祥・’こ璽をアラビア入王は誤ってzとした・何eなれば恐らく妙瞭

部族（与a．i’　y）を意味する拓卑h巨の音の影響を受けてz十mとした」と以上のようlc述殴せ’

いる。これに拠ってDe　GoejeはIstakhriとIbR　Hauqalを＝刊行する際、殆んど
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　一　　一　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
の写本にZとあるのを点を落してfとした。尚この際テキストにある母：音符号のfathaはDe

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L’　27一一一



G・秩v・が申ら付した蝋箏そrものに樽れていたのかはっき弊し）1蒋獅畔

は部納ではあるが賭符号鮒諏て著a⑳となっている嚇も麺たら砂・鰍ω説

に輝理痴り・館躯卿1持て嫡然らしい・そ轍3・G・A・xa巻のlbロ馳○蜘嚇

dbeh〔鱒（p55）の脳！注において前説のra・mmを誤りとし、それはクルド語にzu趙ほah

（前説ではjlimh5又尉・m・切ζあるからだと硬している・それで御鵡・G・A・v

巻のIbn　a1－Faqih及びIbn冠鮫or〈鼻adbehではz　ummとし、叉複数形のろ護あ
　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　ロ
るが購の・髄・面では知磁・即昂て刊行した・しかしこの歯偏者の間で全般的に詠

められていない。轟近自著の改訂版を出したR．Levyは　3ummを記しているが（Tke．So一

’cial　Stracture　af　享slam．p582）x　V。醒ionrskyはxumah（露。単a）

ふら複数形の葱姐m｛1mを生じ難いとして尚べルシア語のrammを主張し（E．1．）、Le

Str4．ngeはDe　Goejeの説を受継ぎながらZamm（The　La　nd　oi亡he　Eas－

tern　Cali・Phate．p266．footllote）、G．R．Driver　もz．amrnを鍛げている

（」．R．A．S・．1921．P569）。クルド族に隠する．幾多ID諦琴：を発表されてPる盆．、Dr　i－

ve・r嗣鋤ζの繍脅避けている・D・．G◎ej・の説は・a興を妙ド典拠iy即ち部

族と同一視することに基ずいているが、後述する様にこれを同一に躍くことは出来ない。しかも

Yaqutも「これはフプールスの方言である」（Jacu　tff．P82Dと述べている様にフプー
　　　　　　　　　　　　⑨　　　　　＿
ルス Pこしか融せないもので；Ku「distan　‘cもこ磁極鶴ない・しかもこ曙葉ゆ

つの頃からか萌確でないが既に死語になってい多。．De　Goej　e．　t」；’：”うzumahがどの地方

のクル隔で洞時の献題って肺）られているか図幅τいないので関係鱒め砥も購

いず博せよこ礪報び鵜心事腕議囁語と劉四て鍛鋼ζ1撫騨脳断
われる。むしろこれがファ｛ルスのみに存在すること・乃至はファールスのタルド族に対し｛だ

け何故これ炉成立したかその起原にまで遡らねばならないだろう。

幡鎌アラビ戒献の申で一恐らく馳言語破献給めて『最も古伽脚を飛・・

しているのはlbn翼lhurdadb至hである。　Ibn　Ha　u　q’a’王にs

剛・という名で呼ばれている元首の・簾帳込1「・・岬1痢，．i堕聯r．；

b・a1巡ha∫⑳（彼等1ζ神の祝福あれ）や両者暗者・の築磯ご・ゆを痔っ鞍7

、mmの点々及び彼等以外の・…∴」（1．H．p503〔2↑7〕．cf．Is’ 煤Fp158）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　専　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　一

の認載がある。これは前のTabarrに記されたクノレ．ド討伐と結びつく。残念ながら、でabar了
　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

も薩搬には皇ammに触れていない。だがカリフ。．オマルはクル爵族の討伐綾まもなく同回暦25

年に殺されているから、上記の様塗クルF族との交渉の端緒が粛かれたのは数多の討伐戦の直後

一v　2　8一’一一



と見なければならない。又征服戦争以前に既に忽a田mという言葉が存在したとすれば・TabarT

にもそのことが晃えると思われる。三等から’z　a　mMはイスラム帝薗確金期に成立したと推剥さ
　　　　「　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

れる。、：又Tabariには複数形Zumumをdumum（末字のrはmの見闇違いか：ぎa　b・　m
　　∫　　　　●

（4♪P2182）とした異本のあることからszammは字体も発音も余り変らないアラビア語幽一

・卿嘩蜘三訂⑳の一二綬｝才てし）ないか鰐えられる・典a田nユ綱嘉原を持

つ噸に典lm騨・L．や鯉海面々ミあり・・hi・曲一典i蜘・・即ち蝉i騨了彫ス

ラム撚厳三流かれる撒締特1ζ剥スト灘焙ダ轍観獅彊三三聯る・
些imm・tは灘述べた様1¢・ba耳の記載に見え．る・、曲・mmは．「非期ζか膝瑚と
　　．　」　ら　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヂ　　ゆ

いう三味であってsFars　N冒mahに認されている様にファールスのクルド族はイスラム軍に

聯題抗して継しなかつ解とから・この喧am騨彼歌雛さ鯉〉つたであろうか・

これは単なる臆劇に過ぎないが、実際クルド族は屡々山賊と同義的に晃なされる程野獣の対象に

なったり、クルドが罵倒の規名詞にもなっている。｛了えばTabar萄こは域人を罵る言葉に、、「お
　　　　　　，　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Q

・｝・ル畔舗つ轡ドめ」孤「獄ク囎裏町つた売卒⑳制とい
った警あ、るΦ「ive「・St“dieS，やKu「d三sh　Histo「y・B・S・0・？・叫丑

P　4 D99～・．eれによマて．も．Za　mmと膠質mと欄係づけること緻な紀とではなし購え

られる。

　さてzammどは如何なるものか。獅捻Khurd巨dbihは「xa！n血の釈はクルド族の駐

屯する所鰯」q∴撃hu・P窪つ轡岬鎌Ya蝋暉「zammの釈はクルド即
帯す・磁は舞岡ま・所であ・」（Ja　c．ut　g．　p82a，　pt．　p．8　s6）とあって・・am・・

　　　　　　コド　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ

嬬はばクルド脚鰍騨はそ鱗地壇・・．期準岬醐hはフ・一ルス9こ

は雌なZammbS4ケ聯と執1ラ鱒d，やIb畔a隅1⑳ra岬r∵
5ケ駈bﾄいる・顎脚・聯晦・ρ地畔やその黙によ獅螺にす・・絃

ちまちで煩雑であるのでIsta1g．Lhriの説に一・曝したい。

r一一一一rr一一r－H－Hnt－r一；r；一’”一r一一m
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　”　Shahriyar

　rt　’Ahmad　b．　a1一Hasan
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zamm
　Ir

　tl

　．rf　．．．．

　tl

az－ZamTjan
・玉一L・叩玉i」・n．

a．d－D　iwan　・

．aレBa2anja簸

．・レK．ξ・iy百・．塵

（Ist．p98－9．　M5－4．144．一5．cf．　1．K．p264一一一5　（179－80）：　．，269－70　C18i5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噂
・一

@6）　．lvi’　u　q．p447．　1．　K一一h－u．　p　47　（」．　A．　G　865．　p　55）．．1．　Fa；．　p　205－4．　F．　N．　p　1・68．
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．」3cut．】III．　p　824r－2．猫。　p　856）

2a．mmに関する梼報を最も血豆的に伝えている9）は1§まa璽｝riと．互bn享auαa1である。

聯ζ粋ぱ・塒傭zamm醐当広翻唖出癖めてい奴と醐らizる調えば・

　　raz－Zam三」百aとして知られる」革1皐wa．i孕のz・　ammに就いてe．それは1§bahan

・磯・τいて、一点互§∫・轡kff・・hから励一部をS繭．k冒「a鉱’A「一

面画rhか・aうて咬テ‘岬四二堺魁8鱒出’・・願nの
鵬紳冠・i…nの醐・S’a’　bu　「些方のx　a・！”m‘Dそれぞれ1こ郵岬タ三々鈴

めて・．こ卿にある全てはこ ﾓm血嘱する」（1・聖2ラ？・70、〔185）・」紙P

　lGき．cf．Jacut　1［［。p82G）

とある。その池のzammについ．てもその区域が示さA3・ているが、これは省略するどし．て別葉の

Ibn冠auqa1の地図を参照されたい。
　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　ファルスにはクルド系とされている遊牧部族が多数存在したことは前に知った通りである。

この多数の部族が大なり小なり部族連合の形を取って5z　a．　mmtC続合されていたと思われるσ

蝉なzrm叩称顧て融鄭そ唖襲画し魚座灘濡すべ却an漉決越
はそれ温品腕をその舷承訊たの1雛か．騨ζ縫が，フCUm。。　b．　aレ紬・一

tt蚕bやCA　1i　b．　Ab石T蓉Iib等と考えたい。これに関連して次の記述は出自に値する。
　■　　o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロむ　　「無解蹴m‘翼共融蹴伽・」ta卿a亡）融や村々棚る・クノレ噸の甑（

　　rr’i・）がその郡（nabiyah）全体醐税（麺・・町）ρ難を負わされ（典一

　mmina）N又彼の地区の秩序の保全s購商の〔安全なる〕移送、道面の監視、．彼の地区に
　　　　　　　　　　　　⑩　’一　　’
　御来臨せるスルターン　　　　　　　　　　　　．．q身辺の守護及びスルターンの命令の実行を強いられている」（1．

耳，・♀69陶。！．i？S．P11・押頃．P82ρ）

これに拠れば一一re額⑱穏税貢納を要求する代り、に宴amI鷺地区内の財政権即ち徴税権も兵権も全

て首長に委ねられて、彼の自治に任されていたことが分る。｝これを換言して更に適薩に伝えてい

るのはフブ ﾋ罵ない綱じくクル駿鯛鐘ah「aa冠「淫する1・bn　￥auqa　1・

1§㌻a塾ri等の三二である9

「Shah「azur轡噸ある・・そこでは既にクゼ騨鞭ある（．手跡ってV’．■・　）・

“…… K瞭！まスルターンの鯉の繕（’ami・）やこ曙の諸購・対するwm二

面’1 譜ﾃ面…69〔26ξい・」§芝・・2・・）、

雌西畑式は当時のイスラム画会燃し）ては言わば矧の魑であっ姻∫・．クルドの歩鯵，

遊牧部族を麦配ずるには最良の方法であったかも知れない。ト　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一　50　一
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次にもう少しzamm内部のこ．とを考察して晃よう。前にも少し触れたが、彼等は遊牧蔑であ

ると言っても牧畜のろを業としていたのではない。場所によって異なるが、小規模ながら農耕に

も従回していた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　「zamm卜a正一一Akrad（＝zamm　aG－D　lwan）。　そこにはrustaqと川がある。

これは山の中にあって、果樹園や下下子を丁丁し、果実や榔子実を持っている」（Muq．P’

　455）。　1

　「zamm　Z三w互nと．　D互曲TnとDaww宮n。　此等はArda§妻Tr　Khttrahs9

区め堀区（h5hiyah）で、全ては隈地回1こある。しかしQuhistEn（或1抽地）にある

　部分は気膜が温和で、穀物が出来る」（F．N．p15ア．cf。G．Le　St　ralnge　sD　escr　i・一一

　pt三〇貰16P45）o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　むこれは暖地幣にあるzammの場合であるがN注闘すべきは彼等が私領地（d．三　ya）を所有し

たことである。

　r此等〔2つのzamm）a1　一B　azanj　k’nの一方はファールスの管区にない。しかしそれ

　はファールスに私領地（d三y野うや村々を多く帯しく持ってる」（馴装．p270（186〕。
　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　cf．亙st．plG5－4．．Jacut　］一｛二．p82僕）。　　　．

　　　　∂o　＿

　「亙sbahanの境域にあるal－B哀zanj蒼nはこの〔ファールスのa1』B琶za琵∫夏轟の〕

　zammのni派でNファールスから移注したものである。併しながらそれはファールスの境域

　に多くの私領地（．｛1　iy巨。）を持っている」（Ist．p445）。
　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　■

このBazanjan　Ozamm；1．その本拠が1§bahan頒内1罷るseもかカやらず漕区を異

にするファールス内にも村落を含めた私領地を各地に多数薪看しでいる。これと二様のことがフ

ガ’以略・ammに就し・ても考えられる・碑場合移くの」．とあるのは恐叡オアシスを

恥とし門地二三は初一緬レ嘗胆とな以理財アジスをその地区内1研有したこ

とを意味する。この私領地は嬉ammの首長もしくは郷旗長の所有になるものと恩われるが、こ

れと似たケースが現在のファールスの遊牧犀にも昆られる．（A．K．　S．　Larpb　t　o　n，　La　nd1　o　rd

anSt　Peg・sant・P285玖lbR翠auqa1や1§∫a塾「礼略論mlこ関する謎
の終りには「その申に群っている町々や三々を含めてそこecある全てはこの乞a　mmに属す」と

回すのを常としていち。zammの広さから考えればご6r訂妥や村々」1と．居住しているのはク

ルド族ばかりでなく、多分にペルシア農民や蕎工業音引の町も含んでいたと考えられる。そうし

て別にクルド族はその地区の首府とも言うべき城市を持っていた。

　「za・mm　i塑h・i瞬．その町・・」Z・鵬m制ζ掃亡．IP109．’・藪∴H．P268
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